
障
害
者
の
権
利
擁
護
を
考
え
た
場
合
、
障
害
者

に
対
す
る
差
別
の
禁
止
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
実

現
可
能
と
す
る
実
体
法
の
整
備
に
加
え
て
、
そ
れ

を
実
効
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
の
手
続
法
や
実
施

に
移
す
た
め
の
諸
制
度
も
同
時
に
必
要
と
な
る
。

た
と
え
法
律
に
権
利
を
規
定
す
る
文
言
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
そ
れ
を
実
際
に
訴
訟
で
争
う
こ
と
が

で
き
な
け
れ
ば
完
全
な
意
味
で
権
利
が
保
障
さ
れ

て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

開
発
途
上
国
の
現
状
を
見
る
と
障
害
者
が
司
法
へ

ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
自
体
が
困
難
な
場
合
が
多
い
。

本
稿
で
は
、
司
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
実
現
を
援
助

す
る
直
接
的
な
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
中
国
が
実

施
し
て
い
る
障
害
者
法
律
扶
助
制
度
に
つ
い
て
紹

介
す
る
。

●
背
景

法
律
扶
助
制
度
は
手
続
き
的
な
公
正
さ
と
「
法

の
下
に
平
等
」
で
あ
る
と
い
う
原
則
を
制
度
化
し

た
も
の
で
あ
り
、
特
に
社
会
的
弱
者
が
経
済
状
況

に
よ
っ
て
司
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
阻
害
さ
れ
な
い

よ
う
担
保
す
る
た
め
の
制
度
で
あ
る
。
歴
史
的
に

は
、
慈
善
の
段
階
か
ら
社
会
化
の
段
階
を
経
て
、

国
家
責
任
と
し
て
社
会
正
義
を
実
現
す
る
た
め
の

司
法
救
済
制
度
の
一
つ
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。

ま
た
、
最
近
で
は
開
発
の
文
脈
に
お
い
て
も
貧
困

削
減
の
方
策
と
し
て
法
律
扶
助
制
度
の
重
要
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
方
、
障
害
者
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
国
連

を
中
心
と
し
た
国
際
世
論
を
背
景
に
発
展
し
て
き

た
人
権
・
権
利
に
根
ざ
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
の
下
、

障
害
者
の
司
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
へ
の
言
及
は
、

「
法
の
下
の
平
等
」
お
よ
び
法
律
の
効
果
的
な
執

行
手
段
の
具
体
的
な
提
案
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。

例
え
ば
、
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
る
予
定
の
障
害

者
権
利
条
約
は
、「
締
約
国
は
、
証
人
と
な
る
こ

と
を
含
め
、
直
接
的
お
よ
び
間
接
的
な
参
加
者
と

し
て
効
果
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
容
易
に
す

る
た
め
に
、
調
査
お
よ
び
そ
の
他
の
予
備
的
段
階

を
含
め
た
す
べ
て
の
法
的
手
続
に
お
い
て
、
手
続

上
お
よ
び
年
齢
に
適
し
た
配
慮
の
提
供
に
よ
る
も

の
を
含
め
、
障
害
者
に
対
し
て
他
の
者
と
の
平
等

を
基
礎
と
し
た
司
法
へ
の
効
果
的
な
ア
ク
セ
ス
を

確
保
す
る
」（
第
一
三
条
）
と
規
定
し
、
実
質
的

な
意
味
で
障
害
者
の
司
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
確
保

さ
れ
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

●
障
害
者
法
律
扶
助
制
度
の
発
展

一
九
九
○
年
に
制
定
さ
れ
た
障
害
者
保
障
法
は
、

障
害
者
に
対
す
る
平
等
の
権
利
、
法
律
の
保
護
、

差
別
の
禁
止
な
ど
を
規
定
し
て
い
る
が
、
現
実
の

生
活
に
お
い
て
は
雇
用
、
教
育
、
社
会
保
障
な
ど

の
場
面
で
多
く
の
問
題
が
発
生
し
て
お
り
、
差
別

や
不
平
等
が
普
遍
的
に
存
在
し
て
い
る
。
従
来
は
、

全
般
的
な
苦
情
処
理
を
扱
う
障
害
者
連
合
会
の

「
信
訪
」
制
度
や
啓
蒙
活
動
を
と
お
し
て
こ
の
問

題
に
対
処
し
て
き
た
が
、
関
係
者
か
ら
は
司
法
へ

の
ア
ク
セ
ス
を
保
障
す
る
法
律
扶
助
の
制
度
化
に

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
一
九
九
四
年

に
司
法
部
が
法
律
扶
助
制
度
の
全
国
的
確
立
を
正

式
に
決
定
し
た
の
ち
、
一
九
九
六
年
に
司
法
部
と

中
国
障
害
者
連
合
会
は
共
同
で
通
知
を
発
布
し
、

そ
の
中
で
身
体
的
・
経
済
的
条
件
の
制
約
に
よ
り
、

多
く
の
障
害
者
は
弁
護
士
を
依
頼
し
て
訴
訟
を
提

起
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
の
共
通
認
識
を
示

し
た
。
中
国
の
貧
困
者
人
口
の
三
分
の
一
は
障
害

者
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
、
経
済
的
制
約
の
面
か

ら
も
、
司
法
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
に
は
何
ら
か

の
措
置
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
司
法
部
は
障
害
者
連

合
会
と
協
力
し
て
三
層
か
ら
な
る
障
害
者
法
律
サ

中
国
に
お
け
る
障
害
者
の
権
利
擁
護̶

障
害
者
法
律
扶
助
制
度
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ー
ビ
ス
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
こ
と
と
し

た
。
す
な
わ
ち
、
①
法
律
扶
助
機
関
を
主
管
と
し

て
、
②
委
託
ま
た
は
指
定
し
た
弁
護
士
事
務
所
・

公
証
処
・
法
律
サ
ー
ビ
ス
所
が
主
力
と
な
り
、
③

社
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
機
関
が
補
完
す
る
体
制
が
目

指
さ
れ
た
。
司
法
部
と
障
害
者
連
合
会
は
さ
ら
に
、

こ
う
し
た
障
害
者
に
対
す
る
法
律
サ
ー
ビ
ス
は
現

場
ま
た
は
障
害
者
の
居
住
地
の
近
く
で
提
供
さ
れ

る
こ
と
、
お
よ
び
各
地
の
法
律
サ
ー
ビ
ス
機
関
の

事
務
所
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
す
る
よ
う
通
知
を
出
し
て
い
る
。
同
通
知
は
ま

た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
障
害
者
法
律
扶
助
事
業
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
完
備
す
る
た
め
、
各
レ
ベ
ル
の
障

害
者
連
合
会
に
加
え
て
、
福
祉
企
業
や
特
殊
学
校

な
ど
障
害
者
が
比
較
的
集
中
す
る
場
所
に
も
支
所

を
置
い
て
法
律
扶
助
を
提
供
す
る
な
ど
提
供
施
設

の
拡
大
も
推
奨
し
て
い
る
。

●
法
律
扶
助
の
適
用
範
囲

法
律
扶
助
に
関
す
る
規
則
は
そ
れ
ま
で
断
片
的

に
規
定
さ
れ
て
き
た
も
の
を
総
括
す
る
形
で
制
定

さ
れ
た
二
○
○
三
年
の
法
律
援
助
条
例
に
収
め
ら

れ
て
い
る
。
本
法
は
経
済
的
に
困
難
な
公
民
が
必

要
と
す
る
法
律
サ
ー
ビ
ス
を
保
障
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
（
第
一
条
）、
法
律
扶
助
の
責
任
は
政
府

に
あ
り
、
県
レ
ベ
ル
以
上
の
政
府
に
積
極
的
な
措

置
を
採
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
る
（
第
三
条
）。

し
か
し
、
同
時
に
社
会
か
ら
の
援
助
も
求
め
て
お

り
、
金
銭
的
な
寄
付
の
み
な
ら
ず
、
社
会
団
体
、

事
業
単
位
な
ど
の
組
織
が
自
己
の
資
源
を
利
用
し

て
法
律
扶
助
を
提
供
す
る
こ
と
を
支
持
、
奨
励
し

て
い
る
（
第
八
条
）。
障
害
者
の
場
合
は
障
害
者

連
合
会
が
障
害
者
法
律
扶
助
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し

て
お
り
、
同
様
に
婦
女
連
合
会
（
女
性
）、
総
工

会
（
労
働
者
）
が
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
領
域
に
焦
点

を
当
て
た
法
律
扶
助
を
各
レ
ベ
ル
で
行
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
障
害
者
が
法
律
扶
助
を
必
要
と
す
る

場
合
、
障
害
者
は
、
中
国
の
一
公
民
と
し
て
一
般

の
法
律
扶
助
セ
ン
タ
ー
に
申
請
す
る
こ
と
も
，
あ

る
い
は
障
害
者
と
し
て
障
害
者
連
合
会
の
傘
下
の

障
害
者
法
律
扶
助
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
法
律
扶
助

を
申
請
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

さ
て
、
法
律
援
助
条
例
は
代
理
人
を
必
要
と
す

る
法
律
扶
助
に
つ
い
て
、
経
済
的
困
難
に
よ
り
代

理
人
を
委
託
で
き
な
い
場
合
と
、
国
家
の
義
務
と

し
て
裁
判
所
が
当
然
に
弁
護
人
を
指
定
し
て
法
律

扶
助
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
の
両
方
を

定
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
範
囲
を
規
定
し
て
い
る
。

ま
ず
、
経
済
的
困
難
に
よ
り
代
理
人
を
委
託
で

き
な
い
場
合
、
行
政
訴
訟
お
よ
び
民
事
訴
訟
に
つ

い
て
は
、
公
民
は
、
①
法
に
基
づ
く
国
家
賠
償
の

請
求
、
②
社
会
保
険
ま
た
は
最
低
生
活
保
障
の
給

付
請
求
、
③
補
償
金
・
救
済
金
の
給
付
請
求
、
④

扶
養
費
・
養
育
費
な
ど
の
給
付
請
求
、
⑤
労
働
報

酬
の
支
払
い
請
求
、
⑥
正
義
に
基
づ
い
て
勇
敢
に

取
っ
た
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
主
張
で
き
る
民

事
的
権
益
を
範
囲
と
し
て
法
律
扶
助
を
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
る
（
第
一
○
条
）。
刑
事
訴
訟
に
つ

い
て
は
、
経
済
的
な
困
難
に
よ
り
弁
護
士
を
依
頼

で
き
な
い
場
合
、
①
犯
罪
被
疑
者
は
、
捜
査
機
関

が
第
一
回
目
の
尋
問
を
終
え
た
後
ま
た
は
強
制
措

置
を
取
っ
た
日
以
降
、
②
公
訴
案
件
に
お
け
る
被

害
者
お
よ
び
そ
の
法
定
代
理
人
ま
た
は
近
親
者
は
、

案
件
が
起
訴
の
審
査
に
移
送
さ
れ
た
日
以
降
、
③

「
自
訴
案
件
」
に
お
け
る
自
訴
人
お
よ
び
そ
の
法

定
代
理
人
は
、
案
件
が
人
民
法
院
に
受
理
さ
れ
た

日
以
降
に
、
そ
れ
ぞ
れ
法
律
扶
助
を
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
る
（
第
一
一
条
）。
中
国
の
場
合
、
侮

辱
や
虐
待
な
ど
軽
微
と
さ
れ
る
事
件
は
「
自
訴
案

件
」
と
し
て
被
害
者
自
ら
が
裁
判
所
で
侵
害
者
の

刑
事
責
任
を
追
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
際

に
法
律
扶
助
の
必
要
性
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

次
に
、
裁
判
所
が
必
ず
弁
護
人
を
指
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
つ
い
て
、
法
律
援
助
条
例

は
刑
事
訴
訟
法
第
三
四
条
の
規
定
を
受
け
て
、
範

囲
を
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①

被
告
人
が
盲
人
、
ろ
う
者
、
唖
者
ま
た
は
未
成
年

者
で
弁
護
人
を
委
託
し
て
い
な
い
場
合
、
お
よ
び

②
死
刑
の
判
決
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
被
告
人

が
弁
護
人
を
委
託
し
て
い
な
い
場
合
は
、
被
告
人

の
経
済
状
況
を
審
査
す
る
こ
と
な
く
法
律
扶
助
が

提
供
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
（
第

一
二
条
）。

こ
の
ほ
か
、
省
、
自
治
区
、
直
轄
市
の
人
民
政

府
は
第
一
○
条
で
列
挙
さ
れ
た
規
定
以
外
の
法
律

扶
助
事
項
を
補
充
規
定
と
し
て
制
定
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
（
第
一
○
条
）。
そ
こ
で
、

例
え
ば
上
海
市
で
は
、
前
述
し
た
も
の
に
加
え
て
、

①
労
働
契
約
の
締
結
・
履
行
・
変
更
・
解
除
お
よ

び
解
除
の
過
程
で
受
け
た
損
害
で
権
利
を
主
張
で

き
る
場
合
、
②
労
災
、
交
通
事
故
、
医
療
事
故
で

人
身
に
障
害
を
受
け
、
権
利
を
主
張
で
き
る
場
合
、

③
家
庭
内
暴
力
、
虐
待
、
遺
棄
に
遭
い
、
合
法
権

広州市法律扶助センターの障害者法律サービス部（筆者撮影）
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益
の
損
害
を
受
け
た
と
権
利
を
主
張
で
き
る
場
合
、

④
法
律
・
法
規
が
法
律
扶
助
を
提
供
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
規
定
す
る
そ
の
他
の
事
項
が
追
加
さ

れ
、
受
理
範
囲
を
拡
大
し
て
い
る
（「
上
海
市
法

律
援
助
若
干
規
定
（
草
案
）」
第
五
条
）。

こ
の
よ
う
に
障
害
者
が
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、

民
事
事
件
お
よ
び
行
政
事
件
の
申
請
条
件
に
つ
い

て
は
、
法
律
援
助
条
例
の
受
理
範
囲
お
よ
び
経
済

的
な
条
件
が
そ
の
ま
ま
適
用
さ
れ
、
特
に
障
害
者

だ
け
を
対
象
と
し
た
条
件
は
存
在
し
な
い
。
刑
事

事
件
に
つ
い
て
は
、
盲
人
、
ろ
う
者
、
唖
者
で
弁

護
人
に
委
託
し
て
い
な
い
場
合
は
、
人
民
法
院
が

弁
護
人
を
指
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の

際
は
経
済
状
況
の
審
査
は
必
要
と
し
な
い
。
た
だ

し
、
実
際
に
は
障
害
者
法
律
扶
助
セ
ン
タ
ー
が
障

害
者
か
ら
の
法
律
扶
助
申
請
を
受
け
付
け
る
段
階

で
は
条
件
を
緩
く
し
て
お
り
、
例
え
ば
上
海
市
で

は
「
障
害
者
が
自
分
の
合
法
権
益
を
保
障
す
る
た

め
に
確
か
に
法
律
扶
助
が
必
要
で
あ
る
場
合
」
と

定
め
、
包
括
的
に
門
戸
を
開
い
て
い
る
。
二
○
○

三
年
に
全
国
で
法
律
扶
助
を
受
け
た
障
害
者
数
は

約
三
万
人
で
あ
り
、
全
国
の
被
法
律
扶
助
者
数
に

占
め
る
割
合
は
二
○
○
○
年
か
ら
二
○
○
三
年
ま

で
約
一
○
％
で
推
移
し
て
い
る
（
表
１
）。

●
上
海
市
の
事
例

二
○
○
○
年
一
二
月
に
、
上
海
市
司
法
局
と
上

海
市
法
律
扶
助
セ
ン
タ
ー
の
支
持
の
下
、
上
海
市

障
害
者
連
合
会
の
傘
下
に
上
海
市
障
害
者
法
律
扶

助
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
た
。
上
海
市
レ
ベ
ル
の

当
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
に
、
行
政
区
分
に
対
応
し
て
、

そ
の
下
の
区
、
県
、
街
道
レ
ベ
ル
の
法
律
扶
助
機

関
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。

上
海
市
障
害
者
法
律
扶
助
セ
ン
タ
ー
に
は
、
障

害
者
連
合
会
の
職
員
が
二
名
配
置
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
連
合
会
の
陳
情
や
苦
情
処
理
を
行
う

「
信
訪
」
部
門
と
の
兼
任
で
あ
る
。
連
合
会
の
職

員
が
担
当
す
る
強
み
は
、
障
害
者
を
理
解
し
、
多

少
な
り
と
も
手
話
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
が
、
彼

ら
は
必
ず
し
も
法
的
素
養
が
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。

こ
の
た
め
、
法
律
専
門
家
で
あ
る
弁
護
士
四
名
お

よ
び
法
律
を
学
ん
で
い
る
大
学
生
が
非
常
勤
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
セ
ン
タ
ー
を
手
伝
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
し
て
は
、
年
に
数
回
、

障
害
者
特
有
の
事
情
に
つ
い
て
研
修
が
な
さ
れ
て

い
る
。

法
律
相
談
の
受
付
は
、
訪
問
、
手
紙
、
電
話
、

メ
ー
ル
で
受
け
付
け
て
い
る
。
法
律
扶
助
の
一
環

と
し
て
訴
訟
代
理
の
必
要
性
を
含
む
法
律
相
談
は
、

障
害
者
で
あ
れ
ば
す
べ
て
受
け
付
け
る
。
障
害
者

の
法
律
相
談
案
件
は
、
①
労
働
紛
争
、
②
民
事
経

済
紛
争
、
③
婚
姻
家
庭
、
④
行
政
紛
争
、
⑤
医
療

事
故
紛
争
、
⑥
不
動
産
紛
争
、
⑦
刑
事
事
件
、
⑧

交
通
事
故
、
⑨
そ
の
他
に
分
類
さ
れ
て
集
計
さ
れ

て
い
る
。
労
働
紛
争
が
約
二
割
を
占
め
、
民
事
紛

争
、
婚
姻
家
庭
、
不
動
産
紛
争
が
そ
れ
ぞ
れ
一
五

％
を
占
め
て
い
る
（
表
２
）。
こ
れ
ら
の
法
律
相

談
に
対
し
て
、
①
法
律
相
談
、
②
法
律
文
書
の
作

成
、
③
訴
訟
代
理
、
④
刑
事
弁
護
、
⑤
非
訴
訟
法

律
事
務
な
ど
を
行
っ
て
処
理
し
て
い
る
。
し
か
し
、

実
際
に
、
裁
判
所
に
対
し
て
訴
訟
代
理
す
る
ケ
ー

ス
は
予
算
制
約
に
よ
り
次
の
場
合
に
限
ら
れ
る
。

1999 2000 2001 2002 2003

全体 190,545 249,654 309,254 286,616 293,715

　障害者 10,298 5.4％ 25,396 10.2％ 32,374 10.5％ 30,484 10.6％ 29,899 10.2％

　老人 21,181 11.1％ 31,835 12.8％ 42,850 13.9％ 38,821 13.5％ 38,584 13.1％

　未成年者 15,642 8.2％ 27,439 11.0％ 37,206 12.0％ 37,664 13.1％ 45,981 15.7％

　婦人 21,907 11.5％ 41,107 16.5％ 55,994 18.1％ 56,250 19.6％ 64,581 22.0％

　一般貧困者 43,269 22.7％ 77,641 31.1％ 103,577 33.5％ 85,174 29.7％ 105,762 36.0％

表 1　被法律扶助者数の人数および割合（全国）

（出所）『中国法律年鑑』　2000 年～ 2004 年版より筆者作成。
（注）内訳は重複してカウントされている。
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す
な
わ
ち
、
①
法
律
に
基
づ
く
障
害
者
の
合
法
権

益
が
侵
害
さ
れ
、
実
際
に
勝
訴
す
る
見
込
み
の
あ

る
事
件
で
あ
り
、
か
つ
②
相
談
者
が
経
済
的
に
困

難
な
場
合
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
③
障
害
者
の
権

利
が
侵
害
さ
れ
、
そ
れ
が
典
型
的
な
重
大
案
件
の

場
合
に
は
、
セ
ン
タ
ー
が
自
ら
主
体
的
に
そ
れ
を

取
り
上
げ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
法
律
相

談
の
実
績
は
、
延
べ
人
数
で
、
二
○
○
一
年
が
三

○
七
人
（
一
二
月
一
○
日
現
在
）、
二
○
○
二
年

が
四
五
七
人
（
一
○
月
末
現
在
）、
二
○
○
三
年

が
約
一
○
○
○
人
（
通
年
）、
二
○
○
四
年
が
一

五
七
○
人
（
通
年
）
で
あ
り
、
件
数
は
着
実
に
増

加
し
て
い
る
。

●
障
害
者
法
律
扶
助
制
度
の
課
題

一
般
の
法
律
扶
助
セ
ン
タ
ー
に
加
え
て
、
障
害

者
の
ア
ク
セ
ス
を
考
慮
し
た
障
害
者
法
律
扶
助
制

度
が
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
意
義
深
い
。
し
か

し
、
現
実
に
は
次
の
よ
う
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

第
一
に
、
予
算
が
保
証
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で

あ
る
。
障
害
者
法
律
扶
助
は
独
立
し
た
項
目
と
し

て
政
府
予
算
に
は
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、

各
実
施
団
体
の
経
費
お
よ
び
外
部
の
募
金
に
頼
ら

ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
あ
る
。

第
二
に
、
障
害
者
法
律
扶
助
の
中
心
と
な
っ
て

い
る
の
は
各
地
の
障
害
者
連
合
会
で
あ
る
が
、
連

合
会
が
障
害
者
の
法
律
扶
助
を
担
う
機
関
で
あ
る

と
同
時
に
障
害
者
事
業
の
実
施
当
事
者
で
あ
る
こ

と
に
問
題
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
障
害
者

事
業
実
施
の
部
分
で
紛
争
が
発
生
し
た
場
合
、
不

服
を
申
し
立
て
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
て
も
、
実

際
に
法
律
扶
助
を
得
て
連
合
会
を
訴
え
る
こ
と
が

可
能
な
の
か
疑
問
が
残
る
。

第
三
に
、
法
律
扶
助
の
利
益
を
受
け
て
い
る
の

は
都
市
部
を
中
心
と
し
た
少
数
の
障
害
者
に
限
ら

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ア
ク
セ
ス
の
問
題
に
加

え
、
識
字
の
問
題
な
ど
が
重
な
り
、
農
村
部
の
多

く
の
障
害
者
に
と
っ
て
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
さ

れ
て
い
る
。

第
四
に
、
障
害
者
に
対
す
る
差
別
的
要
因
が
潜

ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
障
害
者
に
対
す
る
法
律

扶
助
制
度
が
導
入
さ
れ
た
背
景
に
は
、
障
害
者
の

司
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
推
進
お
よ
び
公
民
一
般
に
提

供
さ
れ
て
い
る
法
律
扶
助
制
度
へ
の
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
な
ど
肯
定
的
な
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
、
法
律
援
助
条
例
に
お
い
て
義
務
的
な
法
律

扶
助
を
定
め
る
根
拠
と
な
っ
た
刑
事
訴
訟
法
や
刑

法
は
障
害
者
、
特
に
盲
人
、
ろ
う
者
、
唖
者
で
あ

る
と
い
う
事
実
だ
け
で
行
為
能
力
に
問
題
が
あ
る

こ
と
を
前
提
と
し
て
お
り
差
別
的
で
あ
る
。
障
害

者
が
、
障
害
者
法
律
扶
助
制
度
の
中
に
閉
じ
込
め

ら
れ
る
危
険
性
は
常
に
存
在
す
る
と
い
え
よ
う
。

●
お
わ
り
に

障
害
者
法
律
扶
助
制
度
を
と
お
し
て
司
法
へ
の

ア
ク
セ
ス
な
ど
障
害
者
の
権
利
擁
護
に
向
け
た
取

り
組
み
も
見
ら
れ
る
が
、「
権
利
」
を
確
立
す
る

た
め
の
十
分
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

現
在
開
始
さ
れ
て
い
る
障
害
者
保
障
法
の
改
正
は
、

国
連
障
害
者
権
利
条
約
に
同
調
し
て
障
害
者
の
権

益
保
障
を
強
調
す
る
方
向
で
検
討
さ
れ
て
お
り
、

障
害
者
の
権
益
が
侵
害
さ
れ
た
際
の
有
効
な
法
律

的
救
済
を
確
保
す
る
た
め
の
規
定
を
設
け
る
こ
と

が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
枠
組
み
案
で
は
そ
の
た
め

に
、
①
政
府
・
関
連
部
門
お
よ
び
そ
の
職
員
の
責

任
の
明
確
化
、
②
障
害
者
が
各
項
権
益
の
侵
害
を

受
け
た
場
合
の
訴
訟
提
起
、
援
助
要
求
の
権
利
の

明
確
化
、
③
障
害
者
の
法
律
扶
助
お
よ
び
司
法
救

助
の
確
保
な
ど
を
充
実
さ
せ
る
方
向
で
提
案
が
な

さ
れ
て
い
る
。
果
た
し
て
障
害
者
の
権
利
を
確
保

し
、
担
保
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
条
文
や
メ
カ

ニ
ズ
ム
が
設
け
ら
れ
る
の
か
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

（
こ 

ば
や
し　

ま
さ
ゆ
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
）

　 2001 2002 2003 2004

労働紛争 30 21 21 23

民事紛争 15 14 14 15

婚姻家庭 11 14 14 15

行政紛争 3 1 1 1

医療事故紛争 9 5 5 5

不動産紛争 12 14 14 15

刑事事件 5 3 3 3

交通事故 1 1 1 1

その他 18 27 27 22

表 2　法律相談案件の類型別割合（上海市） （％）

（出所）2005 年 12 月の上海市障害者法律扶助センターでのヒアリ
ングに基づき作成。
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